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常に重要性が高い.環境水中の汚染物質の例として， ピスフェノーノレ・A ( Bisphenol A: 
BPA)やエストラジオール等の内分泌かく乱化学物質が生態系の生殖障害を引き起こす
ことが知られている.また，多環芳香族炭化水素 (Poly-aromatic hydro carbons, PAHs) , 








することの必要性は非常に大きいと考えられ，定量下限値の目安として 10 ng/L ( ppt ) 
程度の微量濃度が安定して測定できる分析システムが必要となる.現在までに環境水中
の汚染物質を定量する方法として，主に高速液体クロマトグラフィー( High 




























性モノマーである Methacrylicacid 3-sulfopropyl potassium sa1t (MASK) から成るポリマ
ーにより修飾した分離剤を開発した.本分離剤は央雑物を排除し，濃縮目的物質を補足
する機能を持ち，この分離剤を前処理カラムとするカラムスイッチングシステムを





ラムや配管の目詰りの問題が改善され， BPA の場合では検出限界感度< 0.7 ng/L，繰り
返し再現性1.4% RSD，回収率 97%の信頼性の高い分析法が確立された.同様に環境水





































第 3 章の「スポンジモノリス基材のクロマトグラフィー特性の検討(2) 極性溶質





















で解決をはかったもので、ある.論文は印刷松表済み論文 3編，投稿中 1編の計4編の論文を基にした4 章からなる.
第 1 章は新規化学修飾法の開発により，粒子充てんカラムで問題となる，央雑成分によるシステムの性能低化の改

















返答 PAHs の回収率がMASKカラムよりも小さし、のでMASK程では無いが，親水性央雑物を捌珠し， PAHs 
が護鞠告されていると考える.
塩基性タンパクの分離例から，溶出順序はイオン交換モードと言えるか?
返答: 溶出順序は既存イオン交換分骨鮪リと同一である.タンパク試料の場合，巨大分子のために電荷の偏りがあ
り，等竜長から予想される溶出順序とはならないこともある.
との内容で、あった.答弁も概ね良好であり，設定した目的，求められる成果に対して，充分な成果を残し，
専門レベルで合格と制面で、きる.また，質蹴答の中で行われたー脚句な知識に対する設問に対する答えも良
好であり，基礎知識に関する課題も合格と判断できる.よって，本論文同専士(学術)の学位論文として合格
と認める.
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